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行
政
視
察
報
告�

委
員
会
開
催
日
　
９
月
14
日
�

（
文
責
・
松
　
　
清
委
員
長
）�

　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
議
案
６
件
で
、

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
同

意
な
ら
び
に
可
決
し
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
【
　
】
）
は
所
管
課
名
）�

�

●
急
激
な
状
況
変
化
に
も
耐
え

　
得
る
財
政
運
営
を�

�

　
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え

と
一
本
算
定
と
の
差
額
に
つ
い
て
、

概
算
で
17
億
５
千
５
０
０
万
円
程

度
が
減
額
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
市
町
村
の
実
情

に
対
応
し
た
交
付
税
算
定
の
見
直

し
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
３

カ
年
、
段
階
的
に
「
支
所
に
要
す

る
経
費
」
等
が
加
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
本
年
度
の

試
算
で
約
８
億
７
千
万
円
の
減
額

に
と
ど
ま
る
見
通
し
と
な
っ
た
が
、

引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。�

　
普
通
交
付
税
算
定
に
人
口
の
減

少
は
ど
の
程
度
影
響
す
る
の
か
問

う
た
と
こ
ろ
、
本
年
の
国
勢
調
査

に
よ
る
人
口
減
は
今
後
の
普
通
交

付
税
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
見

込
ん
で
は
い
る
が
、
人
口
減
少
は

全
国
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
が
地

方
交
付
税
の
総
額
を
本
年
度
並
み

に
確
保
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

予
測
で
き
る
範
囲
内
の
影
響
に
収

ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
考
え
る
と
今
後
も
楽

観
視
は
で
き
な
い
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。�

　
国
の
政
策
は
不
変
の
も
の
と
は

言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
急
激
な
状

況
の
変
化
に
も
耐
え
得
る
財
政
運

営
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。�

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】�

�

●
平
成
28
年
度
中
に
生
月
・
田
平

　
地
区
で
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始�

�

　
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
当
初
に
予
定
し
て
い
た

平
戸
中
学
校
区
域
に
生
月
お
よ
び

田
平
地
区
を
加
え
る
た
め
繰
越
明

許
費
２
億
１
千
４
５
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
の

議
会
に
お
い
て
両
地
区
に
ま
で
事

業
拡
大
が
で
き
な
い
か
検
討
を
要

請
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
行
政

の
迅
速
な
対
応
を
評
価
す
る
。�

　
両
地
区
の
供
用
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
重
要
施
策

と
な
る
人
口
減
少
抑
制
対
策
、
特

に
、
雇
用
の
促
進
等
に
向
け
て
市

内
の
情
報
格
差
の
解
消
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
視
点
か
ら
、

引
き
続
き
情
報
網
を
整
備
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

た
。�

【
総
務
部
行
革
推
進
課
】�

��
　�

��

（
文
責
・
松
　
　
清
委
員
長
）�

�

　
交
通
船
事
業
は
、
大
島
と
本
土

を
結
ぶ
唯
一
の
公
共
交
通
手
段
と

し
て
、
大
島
地
区
住
民
の
生
活
全

般
（
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
生
活

物
資
輸
送
、
農
水
産
物
出
荷
、
資

材
搬
入
等
）
を
支
え
る
た
め
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
大
変
重
要
な

航
路
の
経
営
を
担
う
事
業
で
あ
る
。�

現
在
運
航
中
の
「
第
二
フ
ェ
リ
ー

大
島
（
１
９
９
ト
ン
）
」
は
、
旅

客
定
員
が
１
５
０
人
、
車
両
航
送

能
力
は
大
型
車
２
台
お
よ
び
普
通

車
２
台
（
普
通
車
に
限
っ
た
場
合

10
台
）
で
、
大
島
を
始
発
と
し
て

１
日
５
往
復
を
運
航
し
て
い
る
。�

　
こ
の
事
業
に
は
、
全
車
両
を
望

む
船
便
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
等
、
車
両
の
積
み
残
し
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
車
両
航

送
を
主
に
同
一
航
路
を
運
航
し
て

い
た
民
間
フ
ェ
リ
ー
が
、
平
成
24

年
１
月
末
を
も
っ
て
運
休
し
た
こ

と
に
一
因
が
あ
り
、
こ
の
対
処
策

と
し
て
１
日
４
便
か
ら
５
便
に
増

便
し
て
輸
送
能
力
の
確
保
を
図
っ

た
も
の
の
、
水
産
関
係
の
餌
料
が

陸
上
輸
送
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と

や
畜
産
業
の
規
模
拡
大
等
に
伴
う
、

農
水
産
業
関
係
の
大
型
車
両
輸
送

が
増
え
た
こ
と
等
が
要
因
に
な
っ

て
い
る
。�

　
こ
れ
ら
を
平
成
24
年
度
と
平
成

26
年
度
の
数
値
で
比
較
す
る
と
、

平
成
26
年
度
の
航
送
台
数
は
２
万

５
千
７
３
６
台
で
、
平
成
24
年
度

よ
り
１
千
３
７
１
台
（
５
・
６
％
）

の
増
、
う
ち
、
大
型
車
両
（
８
ｍ

以
上
）
の
航
送
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
が
全
航
送
の
５
・
５
％

に
相
当
す
る
１
千
４
２
２
台
で
、

平
成
24
年
度
よ
り
１
２
６
台
（
９
・

７
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、「
長
崎
県
ご
み
処
理
広

域
化
計
画
」
お
よ
び
「
平
戸
市
ご

み
処
理
計
画
」
の
方
向
性
と
し
て
、

ご
み
・
し
尿
の
施
設
を
市
内
１
カ

所
に
集
約
す
る
こ
と
に
伴
い
、
大

島
地
区
の
ご
み
・
し
尿
を
島
外

（
田
平
地
区
）
に
搬
出
す
る
こ
と

と
な
り
、
パ
ッ
カ
ー
車
（
２
ト
ン
）

や
バ
キ
ュ
ー
ム
車
（
10
ト
ン
）
等

の
衛
生
関
係
車
両
を
年
間
を
通
し

て
ス
ム
ー
ズ
に
航
送
で
き
る
体
制

を
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
整
え
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。�

　
現
状
等
の
説
明
を
受
け
た
後
の

議
論
で
は
、
ま
ず
、
航
行
に
最
優

先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
安
全
・

安
定
の
確
保
に
関
連
し
た
船
員
の

処
・
待
遇
に
つ
い
て
問
い
、
運
航

業
務
に
携
わ
る
技
術
職
員
９
人
は

正
規
職
員
５
人
と
嘱
託
・
臨
時
職

員
４
人
で
、
公
務
員
の
給
与
制
度

（
海
事
職
俸
給
表
（
二
）
）
や
市

全
体
の
定
員
適
正
化
計
画
等
と
の

兼
ね
合
い
か
ら
現
況
の
体
制
を
と

っ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
本
委
員
会
は
、
民
間
海
運
業
に

お
け
る
船
員
の
処
・
待
遇
の
実
情

に
触
れ
、
特
に
若
年
人
材
の
処
・

待
遇
の
改
善
と
そ
の
育
成
に
努
め

な
け
れ
ば
、
不
変
の
安
全
と
安
定�

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査�

  

「
交
通
船
事
業
に
つ
い
て
」�

　
　
　
　
　
調
査
日
　
８
月
４
日�

は
保
て
な
い
こ
と
を
強
く
申
し
述

べ
る
と
と
も
に
、
定
員
適
正
化
計

画
に
公
営
企
業
職
員
を
含
む
べ
き

か
に
つ
い
て
も
深
く
研
究
し
、
船

員
確
保
に
柔
軟
か
つ
早
急
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
求
め

た
。�

　
ま
た
、
車
両
積
み
残
し
の
常
態

化
と
数
年
後
に
迫
っ
た
ご
み
処
理

広
域
化
の
善
後
策
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
の
か
問
う
た
と
こ
ろ
、
基

本
的
に
は
、
今
後
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
を
交
え
て
客
観
的
な
調
査
・

分
析
を
行
い
、
方
向
性
を
見
出
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
答
弁
が
あ

っ
た
。
加
え
て
、
大
型
車
両
の
航

送
が
一
定
便
に
集
中
す
る
要
因
は
、

大
島
上
陸
後
に
、
積
荷
の
上
げ
下

ろ
し
や
運
搬
お
よ
び
島
内
で
の
作

業
に
時
間
を
要
す
る
た
め
で
あ
り
、

同
様
に
、
衛
生
関
係
車
両
に
つ
い

て
も
島
内
で
の
収
集
作
業
や
処
理

施
設
の
開
放
時
間
等
に
よ
る
制
約

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
大
島
発
は

３
、
４
、
５
便
に
、
平
戸
発
は
１
、

２
便
に
偏
る
こ
と
が
否
め
ず
、
島

内
外
の
各
組
織
・
団
体
等
と
調
整

を
し
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
は
い

く
が
、
諸
般
の
懸
案
事
項
を
総
体

的
に
解
決
す
る
最
善
の
策
は
、
船

舶
の
大
型
化
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。�

　
本
委
員
会
は
、
寄
港
地
変
更
に

よ
る
経
費
節
減
や
始
発
地
変
更
に

よ
る
利
便
性
向
上
等
、
早
い
と
こ

ろ
で
の
企
業
努
力
を
求
め
な
が
ら

も
、
船
舶
の
大
型
化
に
つ
い
て
は
、

物
流
の
大
半
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
中
長
距
離
輸
送
を
占
め
る
昨

今
、
離
島
航
路
は
自
動
車
交
通
網

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ず
、
生
活
物
資
輸
送
、
農
水

産
物
出
荷
、
資
材
搬
入
等
が
車
両

積
み
残
し
問
題
の
主
要
因
に
あ
る

こ
と
等
か
ら
お
お
む
ね
理
解
を
示

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
総
じ
て
、
地
方
公
営
企
業
法
を

適
用
す
る
交
通
船
事
業
は
、
「
企

業
性
（
経
済
性
）
の
発
揮
」
と
「
公

共
の
福
祉
の
増
進
」
を
経
営
の
基

本
原
則
と
す
る
性
質
上
、
「
能
率

的
な
経
営
」
と
「
市
民
（
利
用
者
）

の
利
益
を
優
先
」
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。�

　
恒
常
化
し
た
車
両
の
積
み
残
し

は
サ
ー
ビ
ス
低
下
以
外
の
何
者
で

も
な
く
、
本
事
業
の
体
を
成
し
て

い
な
い
と
も
言
え
る
状
況
に
あ
る
。

　
事
業
を
良
好
に
運
ぶ
た
め
に
肝

要
な
こ
と
は
、
定
住
人
口
（
大
島
）

目
線
と
交
流
人
口
（
本
土
、
対
岸
）

目
線
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
あ
り
、

離
島
の
生
活
と
産
業
が
成
り
立
つ

か
否
か
は
離
島
航
路
を
担
う
交
通

船
事
業
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。�

　
本
委
員
会
は
、
交
通
船
事
業
が
、

利
用
者
の
声
に
寄
り
添
い
、
大
島

地
区
の
振
興
と
繁
栄
に
寄
与
す
る

こ
と
を
切
に
願
う
。�

���

　
平
成
27
年
７
月
７
日
か
ら
10
日

ま
で
の
４
日
間
、
大
分
県
竹
田
市

お
よ
び
石
川
県
小
松
市
で
次
の
と

お
り
調
査
を
行
な
っ
た
。�

�

調
査
地
お
よ
び
調
査
内
容�

◎
大
分
県
竹
田
市�

・
地
域
協
働
に
つ
い
て�

�

◎
石
川
県
小
松
市�

・
地
方
創
生
に
つ
い
て�

�

【
委
員
の
所
感
】�

���

　�

�

　
竹
田
市
で
は
、
過
疎
化
・
高
齢

化
・
耕
作
放
棄
地
・
空
き
家
の
対

策
と
し
て
、
地
域
協
働
に
よ
る
竹

田
移
住
を
促
す
取
り
組
み
を
研
修

し
た
。�

　
幾
度
と
な
く
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
後
押
し
し
た

の
か
、
竹
田
に
移
住
し
て
き
た
人

は
総
計
で
２
２
１
人
に
及
ぶ
。
移

住
者
の
相
談
・
助
言
に
は
、
集
落

支
援
員
が
中
心
と
な
り
自
治
会
長

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
移
住
後

に
孤
立
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
た
。
市
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
の
面
談
を
毎
年
定
期
的

に
実
施
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
任
務
終
了
後
も
、
引

き
続
き
長
く
定
住
で
き
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
た
。
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
協
働
に
よ
る
事
業
推
進
を
図

る
こ
と
で
、
過
疎
化
を
抑
制
し
た

い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。�

　
平
戸
市
は
、
初
め
て
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
７
人
を
迎
え
た
。
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
、
平
戸
の
良
さ
を
広
く
発
信
し

て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
と
も
定
住
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

　
小
松
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
や
民
間
企

業
と
連
携
し
、
地
場
産
業
に
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
て
地
域
振
興
を

図
る
取
り
組
み
を
研
修
し
た
。�

　
栽
培
管
理
の
可
視
化
や
休
業
時

間
の
取
得
な
ど
、
情
報
技
術
の
力

添
え
が
、
農
業
未
経
験
者
の
Ｕ
タ

ー
ン
就
農
お
よ
び
若
い
世
代
の
就

農
と
い
っ
た
成
果
に
出
て
い
る
と

い
う
。�

　
平
戸
の
地
域
課
題
解
決
に
は
、

「
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
持
続
的

な
ま
ち
づ
く
り
」
が
急
が
れ
る
。

　
企
業
誘
致
が
な
か
な
か
実
を
結

ば
な
い
中
に
あ
っ
て
、
第
１
次
産

業
を
基
盤
に
し
た
地
方
創
生
は
参

考
に
な
る
政
策
の
一
つ
で
は
な
か

ろ
う
か
。�

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
平
戸

市
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
も
、
今
一
度
、
第
１
次

産
業
等
の
振
興
策
と
並
行
し
て
、

事
業
拡
充
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。�
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